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誓　　約　　書

　私は、尾花沢市創業支援事業における補助金申請にあたり、下記の事項について誓約します。

記

１　応募日現在において、市税等の滞納はありません。

２　本計画書の申請（既に開業している場合は開業日）から遡って過去３年間、事業を経営していた事実はありません。

３　次のいずれにも該当しておらず、創業する事業が関係法令に違反するものではありません。また、創業する事業において、下記に該当する者であることを知りながら資材、原材料及び物品の購入契約並びにその他の契約を締結することはしません。

ア　役員等（個人である場合はその者、法人である場合にはその役員又はその支店若しくは常時契約を締結する事務所の代表者をいう。以下同じ。）が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77 号）第２条第６号に規定する暴力団員（以下同じ。）又は暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者（以下「暴力団員等」という。）であると認められる者
イ　暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又は暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる者
ウ　役員等が自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員等を利用する等したと認められる者
エ　役員等が、暴力団又は暴力団員等に対して資金等を供給し、又は便宜を供与する等直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与していると認められる者
オ　役員等が暴力団又は暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有していると認められる者

４　この申請及び誓約が虚偽であり、又は誓約に反したことにより、助成事業について交付決定の取消等の不利益を被ることになっても、異議は一切申し立てません。

５　本計画書及び添付書類等の提出書類記載の個人情報については、本事業に関する目的で保管、利用することを認めます。
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（自筆にて記載ください）
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